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税金を納めて豊かな町づくり（遠中3年　古賀禎久）
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一一講話醒巨

旧運賃町役場庁舎　日和47年頃撮影

所

得

税

確

定

申

告

昭
和
五
十
九
年
鹿
町
県
民
税
申
告
と
、
昭
和
五
十
八
年
分
所
得

税
確
定
申
告
の
相
談
受
付
を
次
の
日
置
で
行
い
ま
す
の
で
、
該
当

者
は
も
れ
な
く
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

町

県

民

説

申

告

町
内
社
会
教
育

施
設
の
利
用

申
込
場
所
一
覧
表

◎
中
央
公
民
館

▽
休
館
日
　
毎
週
月
曜
日
と
祝
日

▽
申
込
場
所
　
中
央
公
民
館

◎
公
民
館
別
館

∇
休
館
日
　
毎
週
水
腫
日
と
祝
日

▽
申
込
場
所
　
中
央
公
民
歯

◎
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

▽
休
館
日
　
毎
週
月
曜
日

▽
申
込
場
所
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

◎
第
一
・
二
武
道
場

▽
申
込
場
所
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

◎
各
小
中
学
校
体
育
館

▽
申
込
娼
所
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

各
施
設
の
申
込
み
は
、
利
用
日
の
三

日
前
ま
で
に
、
印
鑑
と
料
金
を
添
え
て

申
込
み
く
だ
さ
い
。
料
金
等
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
各
申
込
み
場
所
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

密
議
豊

【〔予
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∫
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∫

一

∫

′

∫
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重

を
迎
え
ま
す
。
五
十
周
年
記
念
行
奉
に

使
用
す
る
，
遠
賀
町
簡
易
水
道
時
代
〟

の
写
真
を
お
待
ち
の
方
は
ご
連
絡
く
だ

さい。
▽
連
絡
先
　
遠
賀
町
役
場
内
申
間
水
道

遠
賀
出
毅
所

今
年
は
、
遠
賀
町
が
町
制
を
施

行
し
て
二
十
年
目
を
迎
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
町
制
二
十
周
年
を
記

念
し
て
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

す
る
予
定
に
し
て
お
り
ま
す
。
し

か
し
、
役
場
に
は
古
い
写
実
の
ス

ト
ッ
ク
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
み

な
さ
ん
の
中
で
、
昭
和
三
十
九
年

か
ら
最
近
ま
で
の
町
内
の
風
景
写

真
を
お
持
ち
の
方
は
貸
し
て
い
た

だ
け
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
連
絡
先
　
遠
賀
町
役
場
庶
務
課

ま
た
、
中
間
水
道
も
今
年
五
十
周
年
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滴的閥的
せ∴∴∴a
Ei∴∴8°

竜国富
や∴∴∴寧
母∴∴∴む
も∴∴∴争

電民富
合∴∴∴奮
ぜ∴∴∴合
さ∴∴∴a

電年若
・＄∴∴∴a
・8∴∴∴缶

ぜ∴∴∴寧

巷金害
鴫∴∴∴a
省∴∴∴缶
揮湘押眠

田

支給資格期間を満たした場合の例
国民年金以外の通算対亀期間を　　　　他の公的年金制度でその制度から老齢
合算して20年以上　　　　　　　　　　年金を受ける加入蛸間があること

四十［∃＝獅［三国十四三一8年

［三国＋［垂］＋匪22年［圃十日二19年
」∴合算2晦∴」

年
金
の
あ
ら
ま
し
①

㈲
地
方
公
務
員
の
退
職
年
金
に
関
す

る
条
例
に
蕃
づ
く
年
金

㈲
日
本
製
鉄
八
幡
共
済
組
合
が
支
給

す
る
年
金

の
執
行
官
法
に
基
づ
く
年
金

㈲
旧
令
共
済
組
合
等
か
ら
特
別
措
置

法
に
基
づ
い
て
国
家
公
務
員
共
済
組
合

連
合
会
が
支
給
す
る
年
金
。

通
算
年
金
を
受
け
る
条
件
は
㈲

二
、
国
民
年
金
以
外
の
公
的
年
金
制

度
に
係
る
通
算
対
象
期
間
を
合
算
し
た

期
間
が
二
十
年
以
上
あ
る
こ
と
。
こ
れ

は
、
国
民
年
金
制
度
以
外
の
公
的
年
金

制
度
で
の
老
齢
（
退
職
）
年
金
を
受
け

る
資
格
期
間
が
い
ず
れ
も
二
十
年
と
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
あ
わ
せ
た

も
の
で
す
。

三
、
国
民
年
金
以
外
の
公
的
年
金
制

度
に
係
る
通
舞
対
象
期
間
が
、
そ
の
制

度
か
ら
支
給
さ
れ
る
老
齢
（
退
職
）
年

金
を
う
け
る
の
に
必
要
な
加
入
期
間
以

上
で
あ
る
こ
と
。

各
公
的
年
金
制
度
で
は
、
老
齢
（
退

職
）
年
金
を
う
げ
ろ
た
め
に
必
要
な
加

入
期
間
を
、
原
則
と
し
て
二
十
年
ま
た

は
二
十
五
年
と
し
て
い
ま
す
が
、
制
度

に
よ
っ
て
こ
の
期
間
を
短
縮
し
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
国
民
年
金
で
は
、
昭
和
五

年
の
四
月
一
日
以
前
に
住
ま
れ
た
人

は
、
生
年
月
日
に
応
じ
て
二
十
四
年
か

ら
十
年
に
短
縮
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
厚

生
年
金
保
険
で
は
、
四
十
歳
（
女
子
、

坑
内
夫
は
三
十
五
歳
）
以
後
の
加
入
期

間
が
十
五
年
あ
れ
ば
、
老
齢
年
金
が
受

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
人
が
、
他
の
公
的
年
金
に
加

入
し
た
場
合
に
通
算
対
象
期
間
を
合
算

し
た
期
間
が
一
一
十
年
ま
た
は
、
二
十
五

年
に
満
た
な
く
て
も
通
算
老
齢
年
金
を

支
給
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

四
、
他
の
制
度
か
ら
老
齢
（
退
職
）

年
金
給
付
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
。
こ
れ
は
、
各
公
的
年
金
制
度
か
ら

支
給
さ
れ
る
老
齢
（
退
職
）
年
金
の
ほ

か
、
次
の
制
度
か
ら
老
齢
ま
た
は
、
退

職
を
支
給
郵
由
と
し
て
年
金
を
う
け
て

い
ろ
と
き
は
各
公
的
年
金
制
度
の
加
入

期
間
（
一
年
以
上
）
が
あ
る
と
き
通
算

年
金
を
支
給
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す

用
恩
給
法
に
基
づ
く
年
金

香
　
典
　
返
　
し

次
の
方
々
か
ら
、
遠
賀
町
会
社
福
祉

協
議
会
に
こ
蕎
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

心
か
ら
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し

懐
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

故
松
本
ウ
メ
ノ
様

（木　守）

故
馬
渡
シ
ヅ
様

（東和苑）

故
三
嶋
ル
イ
様

（尾　崎）

故
村
田
ト
キ
コ
様

（末　寺）

故
近
松
サ
カ
エ
桜

（末　寺）

故
仲
野
利
治
様

（別　府）

松
本
徒
事
様

馬
渡
繁
華
様

三
嶋
寛
次
様

村
田
澄
男
様

近
松
一
好
様

相
野
人
ツ
千
枝

仲
山
小
山
小
山
仙
風

よ
い
子
は

み
ん
な
集
ま
ろ
う
ノ

親
と
子
の

周
航
鵬
躍

牢
に
一
度
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、

良
い
子
の
皆
さ
ん
が
一
緒
に
映
画
を
見

る
た
の
し
い
催
し
で
す
。

▽
日
　
時
　
朋
和
5
0
年
3
月
4
円
へ
日
）

一
回
臼
…
1
0
時
－
1
2
時
頃

二
回
日
…
1
3
時
～
1
5
時
頃

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

▽
主
　
催
　
子
ど
も
会
連
合
会

教
育
蛮
風
会

▽
対
象
者
　
町
内
の
親
と
千

一
回
田
・
・
鳴
門
・
境
涯
小
学
校
匿

三
回
臼
…
浅
木
小
学
校
区

中
央
公
民
館
へ

次
の
方
々
か
ら
、
中
央
公
民
館
へ
、

次
の
品
物
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
民
俗
資
料
館
へ

o
謡
蒔
機
　
芳
賀
喬
一
様
（
浅
　
木
）

。
箱
提
灯
　
門
司
成
重
機
（
渋
　
木
）

。
大
　
釜
　
小
川
太
陽
様
（
別
　
府
）

▽
図
暫
室
へ

。
図
　
書
　
白
石
シ
ツ
様
（
木
　
守
）

∇
映
画
名
　
児
童
劇
「
こ
む
き
い
ろ
の

天
使
」
、
短
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
「

ぴ
ん
ほ
う
袖
と
福
の
神
」
　
「
文
福
栄

がま」

▽
料
　
金
　
無
料
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火災の出火原因
‰2はたばこのミ授け捨て、や～消し忘れ。

です。こ注意ください。

秋の収穫が待遠しいナ

ーシイタケ栽培龍宮会開かれる－縛
秋の夜長を軒下の生シイタケでチョバー杯」・・i…。先日、

遠賀町シイタケ生産組合（縄手勉組合長）が役掬で栽培諮習

合を開き、農家の人や団地の主婦をど約25名が安静しました。

シイタケは、クヌギやシイなどの原木に穴をあけて種ゴマ

を埋込んでキノコの発生を待つというもの。広い場所が牽く

でも軒下などの狭いスペースで栽培できるとあって、「自家

栽培がしたい」というみなさんは熱ノいこ受講していました。

蕉＼；誘／ �昔轟 �‾‾当 ，生 �ii∴∴： 
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ヽヽ 1　　意ゞ 
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潮酸驚 l／ぐ飾） 

創
意
工
夫
の

か
る
た
・
ス
ゴ
ロ
ク
・
た
こ
掲
げ
大
会

－
裏
門
小
学
校
－

畠
門
小
学
校
で
九
日
、
か
る
た
、
ス
ゴ
ロ
ク
、
た
こ
揚
げ

の
大
会
が
あ
り
、
児
童
達
は
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

中
で
も
、
一
、
二
年
生
の
ジ
ャ
ン
ボ
か
る
た
取
り
（
表
紙

写
真
）
は
、
四
人
が
一
組
に
な
っ
て
、
体
育
館
い
っ
ぱ
い
に

並
べ
ら
れ
た
絵
札
を
先
生
が
読
み
上
げ
笛
の
合
図
で
探
す
と

い
う
も
の
。
時
に
は
一
枚
の
か
る
た
に
五
人
も
六
人
も
群
が

り
、
取
り
合
い
に
を
る
均
面
も
。

終
わ
り
近
く
に
な
る
と
、
児
童
達
は
み
ん
を
一
生
け
ん
め

1
6
m
映
写
機
操
作

技
術
講
習
会

僧
報
化
社
会
の
中
で
の
子
供
会
、
公

民
館
、
そ
の
他
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

す
る
う
え
で
1
6
ミ
リ
映
写
機
を
使
用
す

る
こ
と
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
映
写
機

捉
作
認
可
証
が
な
け
れ
ば
県
及
び
町
の

フ
イ
ル
ム
や
映
写
枝
の
利
用
は
で
き
ま

せ
ん
。
関
係
者
は
必
ず
受
話
し
て
く
だ

さ
い
。
▽
日
　
時
　
3
月
1
0
日
　
1
3
時
～
1
7
時

3
月
日
日
　
9
時
－
1
7
時

土
、
日
曜
の
二
日
間

▽
梯
　
所
　
芦
屋
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
対
象
者
　
社
会
教
育
関
係
者
や
、
こ

れ
か
ら
先
指
導
者
を
め
ざ

す
人
　
定
貝
二
十
玉
名

▽
申
込
先
　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

▽
申
込
期
限
　
3
月
2
日
（
金
）

ご
利
用
く
だ
さ
い

生
活
資
金
の
貸
付
制
度

福
岡
県
内
の
中
小
企
業
（
常
用
従
業

員
数
三
百
人
以
下
）
　
に
働
い
て
い
る
人

で
生
活
賛
、
医
療
費
、
借
金
返
済
等
の

生
活
資
金
に
お
困
り
の
人
に
、
県
が
無

担
保
低
金
利
、
長
期
で
貸
付
け
ま
す
。

安
心
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
北
九
州
労
働
福

祉
事
務
所
人
指
駐
在
所
　
八
幡
西
区
別

松
三
丁
目
七
番
一
号
　
℡
（
6
0
1
）

9
0
5
2
へ
ど
う
ぞ
。

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

2
月
2
9
日
～
3
月
1
3
日

（
2
　
月
）
一
年
の
う
ち
で
火
災
に
よ
る
死

者
が
多
い
の
は
一
月
～
三
月
。
五
十
七
年
中
の

死
者
の
う
ち
、
約
四
割
に
当
た
る
人
が
こ
の
期

間
に
命
を
落
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
三

カ
月
間
で
死
者
が
最
も
多
い
の
は
二
日
で
す
。

寒
い
時
期
は
、
暖
を
と
る
た
め
の
火
気
使
用
が

増
え
ま
す
。
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
志
し
た
い

もの。（
午
前
3
時
）
時
間
帯
で
は
、
深
夜
か
ら
早
朝

に
か
け
て
の
時
間
に
死
者
が
多
く
を
っ
て
い
ま

す
。
特
に
多
い
の
か
午
前
3
時
台
。
熟
睡
し
て

い
る
か
ら
で
し
ょ
う
が
、
家
庭
で
は
簡
易
聖
火

災
警
報
器
を
取
り
付
け
る
な
ど
し
て
、
寝
て
い

る
間
の
出
火
も
感
知
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
も

の。

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
を

行
い
ま
す

こ
の
期
間
中
、
1
時
と
2
0

時
の
二
回
に
あ
た
り
、
役
場

の
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
を
各
一
分

間
行
い
ま
す
。（3
月
1
日
～
物
日
）

点
検
は
　
防
火
の
は
じ
ま
り

し
め
く
く
り



第333号

りっぱな作品が

たくさ～ん
－遠賀中央幼稚園作品展－⑳

2月5日、遠賀中央幼稚園で、園児達の作品発表会があり

大勢の父兄で限れいました。

講堂も所狭しと展示された絵や人形、お面をど園児達の夢

があふれる作品ばかり。中でも圧巻は、1ヵ月かかって会員

で毎日少しづつ作り続けてやっとでき上ったピーターパン。

大人になって忘れかけていた幼い日のメルヘンの世界の再来

です。また各教室では、保護者会のみなさんによるハサーの

コーナーもあって大繁盛でした。そしてその売上げの一部で

図書を購入して中央公民館図書室に寄贈されました。

薗 ��之～ � �∴．4．鎚患r一 ∵∴† � 

∵∴∴ � �I � � �一 一／／∴ ；雰／∀‘ � � �＼高時 勘母＿ ：直） ∴∴ 

鼻 ������．∴一：1●－■ ∴2まま；、 ㌧∴「∵－ 

小学校に早く

行きた～い
ちょっぴり気とって

浅木小学校一日体験入学

／攫。

2月10日、浅木小学校で59年度新一年生が一日体験入学し

ました。

当日は、保育園や幼稚園の先生、そして父兄に連れられて

純名の新一年生が集合。投薬風景を見たり、校長先生から特

別教室の説明を闘いたりしました。先輩の一年生からは、全

員に手作りペンダントのプレゼントもあって思わずニッコi）。

入学式まであと1カ月あまり。小学校ってどんをところか

不安だった子達もこの日の体験で安心。あこがれの一年生に

なれる日を指折り教えて待つことでしょう。

∴∴∴ 「∴ � � �∴事l千十∴÷∴○∴軍∴÷器■置 ∴＿9一＼ ∴ ���　　l主 ∴：∴里守：丁∴∴∴ 

．∴　∴　∴∴二言： ∴亨車上∴ ∴Ji 

「
お
味
は
い
か
が
？
L

I
遠
賀
川
保
育
田
の
料
理
教
室
－

「
先
生
、
今
日
の
給
食
は
私
達
も
お
手
伝
い
し
ま
す
L
 
I
。

2
月
9
日
、
遠
賀
川
保

育
園
の
　
〝
よ
い
子
の
料
理

教
室
〟
で
園
児
達
が
包
丁

を
使
っ
て
野
菜
を
切
っ
た

生
材
料
を
ま
せ
た
り
楽
し

い
経
験
を
し
ま
し
た
。

メ
ニ
ュ
ー
は
、
イ
ワ
シ

の
ミ
ン
チ
団
子
ミ
ソ
汁
。

エ
プ
ロ
ン
や
マ
ス
ク
を

つ
け
た
園
児
達
は
、
給
食

の
先
生
に
指
導
を
う
け
を

か
ら
野
菜
も
上
手
に
切
り
、

団
子
も
こ
ね
ま
し
た
。
感
想
は
、
「
ニ
ン
ジ
ン
が
切
り
に
く

か
っ
た
」
と
か
さ
ま
ざ
ま
。

高
橋
園
長
は
、
「
数
年
前
か
ら
年
に
一
度
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
ミ
ソ
汁
が
嫌
い
を
子
も
こ
の
料
理
教
室
で
自
分
で
作
っ

て
か
ら
好
き
に
ま
っ
た
り
、
ゐ
う
ち
で
も
手
伝
い
を
し
て
く
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
か
お
母
さ
ん
遠
に
も
好
評
で
す
」
と
の

缶
詰
。
来
月
に
は
〝
手
作
り
お
菓
子
教
室
〟
も
実
施
さ
れ
る
そ

N
H
K
学
園

通
信
教
育
生
募
集

◎
高
校
普
通
科
コ
ー
ス

N
H
K
の
放
送
を
利
用
し
て
、
働
き

な
が
ら
高
校
卒
業
の
資
格
を
と
り
た
い

人
に
▽
資
　
格
　
中
学
卒
菜
、
卒
業
見
込
み

ま
た
は
同
等
以
上
の
学
力
の
あ
る
人

▽
受
付
期
間
　
3
月
1
日
－
4
月
1
4
日

㊥
高
校
数
費
コ
ー
ス

▽
資
　
格
　
1
5
歳
以
上
の
人
ち
ら
と
を

た
で
も

▽
受
付
期
間
　
3
月
1
日
～
4
月
0
0
目

◎
社
会
通
信
講
座
（
香
道
・
簿
記
・
文

章
・
絵
画
・
囲
碁
・
俳
句
・
英
語
な

ど
十
三
講
座
三
十
九
コ
ー
ス
）

▽
資
　
格
　
ど
な
た
で
も

▽
受
付
期
間
　
2
月
1
日
～
4
月
2
0
日

詳
細
に
つ
い
て
は
、
ハ
ガ
キ
に
普
通

科
コ
ー
ス
・
教
贅
コ
ー
ス
・
社
会
通
信

講
座
別
を
記
入
の
う
え
、
〒
棚
東
京
都

国
立
市
富
士
見
台
ニ
ー
三
六
　
N
H
K

学
園
C
T
係
へ
ど
う
ぞ
。

鴫

韮

折
尾
区
検
察
庁
は
、
新
庁
舎
が
竣
工

し
、
3
月
1
日
旧
庁
舎
か
ら
次
の
新
庁

舎
に
移
転
し
ま
す
の
で
、
お
間
道
え
の

を
い
よ
う
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
新
庁
舎
　
八
幡
西
区
光
明
二
丁
目
二

番
三
号
　
㊥
（
6
9
1
）

0
6
4
8



（6）℡⑱筋の彿

七
転
び
八
起
き
で
が
ん
ば
れ
／

正
し
い
理
解
と
認
識
を
㈲

浅
木
小
卒
業
生
に
ダ
ル
マ
贈
る

浅
木
の
境

「
卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
卒
業
し
て
か

ら
も
勉
強
に
、
ス
ポ
ー
ツ
に
と
が
ん
ば

っ
て
く
だ
さ
い
。
く
じ
け
そ
う
に
な
っ

た
時
こ
の
ダ
ル
マ
の
よ
う
に
起
き
上
が

っ
て
く
だ
さ
い
」
。
新
年
号
の
表
鯨
の

絵
で
も
お
な
じ
み
の
浅
木
の
画
家
焼
幹

さ
ん
（
6
6
）
が
、
今
年
も
浅
水
小
学
校

の
卒
業
生
百
二
十
五
人
に
プ
レ
ゼ
ン

幹
さ
ん

て
ず
に
生
き
抜
い
て
き
た
と
い
う
境
さ

ん
の
七
転
八
起
の
糊
神
と
卒
業
生
へ
の

期
待
が
こ
め
ら
れ
、
十
一
年
前
か
ら
続
け

ら
れ
て
い
る
費
の
卒
業
プ
レ
ゼ
ン
ト
で

す。
ダ
ル
マ
は
直
径
五
セ
ン
チ
位
の
ク
ス

の
木
を
輪
切
り
に
し
て
、
素
朴
を
木
肌

を
生
か
し
も
の
。
自
宅
隙
の
ア
ト

ム
庫
r
　
リ
工
で
、
今
秋
開
く
個
展
の

ィ
〃
リ
ノ
準
備
の
合
間
に
昨
年
十
一

遠
賀
町
民
の
。
同
和
問
題
に
つ
い
て

の
意
識
調
査
」
で
、
義
務
教
育
を
終
え

る
一
〇
代
ご
ろ
ま
で
に
は
、
大
部
分
の

も
の
が
部
落
問
題
の
こ
と
を
認
知
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
こ
と
を
知
る
大
事
な

時
期
に
、
学
校
で
同
和
問
題
に
つ
い
て
、

正
し
い
的
確
な
教
育
が
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
が
ま
ず
考
え
ら
れ
ま
す
。

っ
ぎ
に
、
「
誰
か
ら
聞
か
さ
れ
た
か
」

と
い
う
こ
と
を
知
る
た
め
に
、

●
あ
な
た
が
、
部
落
の
こ
と
を
初
め
て

知
っ
た
の
は
、
つ
ざ
の
う
ち
、
ど
れ

で
す
か

と
き
い
て
み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
は
、

㈹
広
報
や

同
和
冊
子
か
ら
　
　
六
・
〇
％

㈲
そ
の
他
　
　
　
　
　
一
一
・
八
％

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

同
和
地
区
の
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た

の
は
、
小
・
中
学
生
の
こ
ろ
と
い
う
も

の
が
多
か
っ
た
の
で
、
そ
の
こ
ろ
の
生

活
状
態
か
ら
考
え
て
、
。
父
母
（
二
五
・

三
％
）
、
友
人
（
一
六
・
五
％
）
」
か
ら
聞

い
た
と
し
た
も
の
が
多
い
の
は
、
当
然

㈲
祖
父
母
か
ら
・

㈲
父
B
か
ら
…
・

㈲
兄
弟
節
妹
か
ら
・

㈲
親
せ
き
か
ら

㈲
近
所
の
人
か
ら

㈲
友
人
か
ら
　
…

㈲
先
は
い
か
ら
・
・

㈲
職
場
の
人
か
ら
・

㈲
激
励
か
ら
‥
・
・

㈲
映
画
・
斬
蘭

小
説
な
ど
で
・

一
〇
・
一
一
％

一
一
五
・
一
－
一
％

一
・
七
％

二
・
五
％

一
一
一
・
〇
％

一
六
・
五
％

三
・
三
％

・
四
・
八
％

・
四
・
一
％

二
〇
・
八
％

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
「
近
所
の
人
か
ら
が
　
（
一
二

・
〇
％
）
、
祖
父
母
（
一
〇
・
二
％
）
」
と

続
き
、
そ
の
ほ
か
、
身
近
な
人
た
ち
と

の
日
ご
ろ
の
会
話
や
、
体
験
を
通
し
て

察
知
し
た
も
の
を
合
わ
せ
る
と
、
約
七

〇
％
近
く
の
も
の
が
、
日
常
生
活
の
中

か
ら
知
識
を
得
た
こ
と
に
な
っ
て
く
る

の
で
す
。

「
教
師
か
ら
」
と
し
た
も
の
は
僅
か
に

四
・
一
％
し
か
な
く
、
こ
の
こ
と
か
ら

も
、
同
和
教
育
が
学
校
教
育
の
中
で
ま

だ
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
ろ
に
、
部

落
問
題
に
つ
い
て
知
ら
さ
れ
た
も
の
の

多
く
は
、
古
く
か
ら
の
「
か
た
よ
っ
た

考
え
方
」
や
「
正
当
で
な
い
一
言
い
伝
え
」

に
よ
る
知
識
で
、
そ
れ
が
今
も
な
お
、

「
社
会
意
機
と
し
て
の
差
別
観
念
」

と
な
っ
て
根
強
く
生
き
残
っ
て
い
る
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
適
正
で
な
い
「
意
識
や
観

念
」
　
に
よ
っ
て
同
和
問
題
が
語
り
つ
か

れ
、
う
け
つ
か
れ
て
い
て
は
、
い
つ
ま

で
た
っ
て
も
こ
の
問
題
の
解
決
は
あ
り

得
な
い
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
れ
故
に
、
同
和
問
題
の
こ
と
を
感

知
す
る
義
務
教
育
の
期
間
中
に
、
ま
わ

り
の
も
の
か
ら
誤
っ
た
知
識
を
注
ぎ
込

ま
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
学
校
で

正
し
い
同
和
教
育
が
行
あ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
す
。

部
落
差
別
に
対
す
る
根
強
い
予
断
と

偏
見
を
打
ち
破
り
、
同
和
問
題
の
解
決

を
め
ざ
す
た
め
に
は
「
教
育
」
　
に
よ
ら

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

学
校
に
お
け
る
同
和
教
育
の
大
切
さ

は
、
実
に
こ
こ
に
あ
る
の
で
す
。

（
つ
づ
く
）
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消防組の生いたち
1648（擾安元）　幕府は、江声町民に火

災予防の町触れを出す。
1650（〃　3）　4000石以上の旗本

に、2組の火消役を編成させたのか消防組
の始まりという。

1712（正徳2）　譜代大名に11の部署

の消防暫稀を合す。他の大名ICは、江声域

周辺の12万両の防火持場を担当させた。
前者を大名火消、後者を方角火消しとい
う○しかし、これらは主に江戸城を中心と
した武家地と社寺地の防火が主であった。

一般町地の消防組織

1718（享保3）テレビで鳥有名桶町

奉行大岡越前守忠相により「店火消し」編
成。
1719　「町火消し」（いろは47組）制

に切替えた。
これは、町民の自治に
よる義勇消防で、町抱え
のヽとび職人、を主力とし

た防火活動であった。当

時は、まだ消火器具も未

整備で、手押しの竜吐水
や水鰍こよる程度であっ
たので、防火は、鳶口、
や当ましこ、による破壊

活動が主であった。
1861（文久元）　高調

牽行付佐久間長政の遺著
によると、町火消人足数
は与力4人（11月－3

月は与力1人同心、2人
増）。これは出火の際、町
火浦の防火進退の指揮を
する。「め組の喧嘩」な
どは、町火消しの組同志
の喧嘩で、火車と喧嘩は
江声の撃と、よく表現を
している。

消防自動尊く今年の出初式にて＞

本　町　消　防　団 の 歴　史

大正10年2月　遠賀Iii駅附迄を中Ibに、共衛会という自衛消防組を組織
した。

大正12年2月　島田村公設消防組を設立し、共衝会を吸収して第1都を
紀成した。

大正14年4月　天下の美声浪曲脚部家春的一座を招き、遠賀川こ仮小屋
を設け、5日間の寄附興行をうった。以後数度寄附典籍の実施をみ
ている。

大正14年12月　別府区を第

2部として設立。

昭和2年　鬼津区を第3部
尾崎区を4部として増

設組貝310余名として
活動した。

昭和3年11月　浅木村iC公

設消防組を組織した。

昭和4年4月　島田・浅木
両村合併に伴い、消防
組も遠賀村消防組とし
て第1部から第6改ま

でを編成○組頭仲野覚邸、副組頭筋田繁世両氏を違任し活躍した。
この頃は、鞄持ちや手半鐘係もあり、いざ火蒋となれば、手半鐘係
は、村中手掌範を叩いて走り、続いて理と共に消防の先頭を走らな

ければならなかった。資料館には第6部の腕用ポンプ。第5部のラ
ビット式ポンプなどが展示されている。

昭和14年　消防組は日支蒋変など戦時態制のため、防護団と合体して暫
防団となった。

昭和22年　消防組織法の公布により、警察から分離再編された。

昭和23年　消防法の公布と相まって、今日の消防体制に移った。これら
の法も社会摘甥化伴い改正されたが、当町の消防団も昭和47年旧停

地区に新設された遠賀郡消防署と共に、町民の生命と財産の安全確
保にたゆまね努力を鰍ナている。

消
防
（
消
火
ポ
ン
プ
）

地
霊
、
笛
、
火
事
、
親
父
と
昔
か
ら

怖
い
も
の
の
象
徴
と
し
て
、
こ
の
よ
う

に
い
わ
れ
て
き
た
。
最
近
で
は
親
父
も

描
き
毒
矢
堕
し
て
き
た
の
で
、
も
っ
と

も
怖
い
も
の
は
火
事
と
地
蜜
で
あ
ろ

う
。
で
も
地
震
だ
け
は
天
然
現
象
で
、

今
我
々
の
手
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な

い
。
と
こ
ろ
が
火
事
に
つ
い
て
は
、
人

間
が
注
意
を
す
れ
ば
防
げ
る
も
の
が
大

部
分
で
あ
る
。

現
在
で
は
、
消
防
態
勢
も
常
設
消
防

署
の
設
置
に
よ
り
、
消
火
活
動
も
迅
速

に
な
っ
た
が
、
反
面
火
の
廻
り
も
早
く

な
っ
て
き
た
。
こ
れ
は
新
建
材
の
使
用

に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
た
め
、

燃
焼
に
よ
る
有
蕾
ガ
ス
の
発
生
に
よ
り

焼
死
者
が
多
く
な
っ
た
こ
と
は
遺
憾
な

こ
と
で
あ
る
。
お
互
に
火
の
取
扱
い
に

は
充
分
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
消
防
の
生
い
立
ち
を
ふ
り
か

っ
て
み
よ
う
。
　
　
　
（
吉
野
千
年
）
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国
松ノ本（今古賀704番地の146）

と，∴た

吉江　康太くん

（毒筆さんの次男）
昭和58年5月8日生

別府4029番地

豊田　港明くん

ま（粍攣さんの次男）
昭和58年4月16日生

畠器霊薬器笠莞嵩紫霊鳥
商業害悪藍
iますo強く、明るく・元気なポ

ま書誌調軸心．，同．……．霊霊誓書霊∴霊
薫染寧轟

▽　　▽　▽▽▽　　▽　◎
科　　内持対一掬　　時期

全　容患薯所　問。

昨年9月の献血＜農協請にて＞

弱酸撥鑓髄酸は捨てないでく′ ∴∴∴∴∴∴：∴∴ 

嬉竃謹書空密　売霊草諸を吉掌理を 

i 

旧
編
鰹
衝
圃
蛙
の
網
目
謬

あ
な
た
の
　
〝
気
持
ち
〟
を

▽
内
　
容
　
産
前
、
産
後
の
す
ご
し
方

妊
婦
体
操

母
子
手
帳
交
付

∇
料
　
金
　
無
料

○
日
　
時
　
3
月
1
5
日
（
木
）

的
時
～
1
5
時
5
0
分

0
場
　
所
　
公
民
館
別
館
前

…
・
・
種
轟
響
配
に
も
役
立
つ
献
血
…
・
・

だ
れ
で
も
献
血
で
き
ろ
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
条
件
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
′
健
康
で
あ
る
こ
と
〟
で
す
。
献
血

の
前
に
お
医
者
さ
ん
が
健
康
状
態
を
調

べ
ろ
の
は
こ
の
た
め
で
す
。
で
す
か
ら

困
っ
て
い
る
人
に

献
血
で
さ
る
こ
と
は
、
あ
な
た
が
健
康

鮎
糖
網
撥

3
月
1
3
日
へ
火
）

9
時
5
0
分
か
ら
1
0
時
0
0
分

の
問
に
お
い
で
く
だ
さ
い

役
拐
保
健
室

生
後
7
－
1
2
カ
月
児

母
子
手
帳

体
重
、
身
長
等
の
測
定

離
乳
食
等
の
相
談

無
料

で
あ
る
こ
と
の
一
つ
の
目
安
と
な
り
ま

す。
さ
ら
に
、
献
血
し
た
人
に
は
血
液
に

含
ま
れ
て
い
る
㊤
タ
ン
パ
ク
⑧
っ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
な
ど
、
六
つ
の
項
目
の
検
査

結
果
（
一
週
間
く
ら
い
で
家
庭
に
郵
送

し
ま
す
）
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
結
果
か
ら
、
自
分
の
種
摸
状
態

が
あ
る
程
度
は
分
か
り
ま
す
。
つ
ま
り

献
血
は
自
分
の
健
瞭
診
断
で
も
あ
る
わ

け
で
す
。
献
血
す
る
の
は
二
百
∝
、
牛
乳
ビ
ン

だ
と
約
一
本
分
で
す
。
さ
あ
、
今
回
か

ら
怖
か
ら
す
に
．
献
血
体
験
〟
し
て
み

ま
し
ょ
ー
つ
。
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▽

場

所

▽

場

所

★ガンは無産状のうちに募はえます。

とく（こ賀、子宮などは、年1回験珍を受けて、

安心しましょう。
★つきのような症状があったら、すく裏門医（こ珍

てもらいましょう。

1．事…………細の貴台かわる＜、食欲かなく

好みが変わったULないか
2．子宮………おりものや、不正出血はないか

3．乳…………乳房の中にシコリはないか

4∴食道………のみこもときくこ、つかえることは

ないか

5．大腸、i日露・・…・・

こう便に、血や粘液がまじったりしないか
6．龍、喉頭……セキか続いたり、タン（こ血がま

じったり、声かかすれたりしないが

7．舌、皮l青…‥治り（こくいカイヨウはないか

8．ジン績、ポウコウ、樹立せん…

尿の出か懸かったり血がまじったりしないか

日本対ガン協会制定

上
聞
闇
圃

◎
申
込
み

▽
場
　
所
　
役
場
保
健
衛
生
係
窓
口

▽
申
込
日
　
3
月
1
日
（
木
）
か
ら
申

込
受
付
。
定
貝
に
な
り
し
だ
い
締
切
。

期
日
の
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
定
　
員
　
百
八
十
名
（
一
日
各
六
十

名）
▽
料
　
金
　
千
円

∇
持
参
品
　
印
鑑

◎
検
　
診

▽
期
　
日
　
3
月
純
白
（
水
）

3
月
約
日
（
木
）

3
月
如
日
（
金
）

▽
時
　
間
　
受
付
8
時
約
分
～
1
0
時
紬

分
　
検
査
9
時
か
ら

“
子
宮
ガ
ン
検
診
出

お
等
電
抄
違
㊧
③
鰹
廟
⑪

◎
申
込
み

∇
場
　
所
　
役
場
保
健
衛
生
係
窓
口

▽
申
込
日
　
3
月
1
日
（
木
）
か
ら
申

込
受
付
。
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切

期
日
の
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
定
　
員
　
四
百
五
十
名
（
一
日
各
百

五
十
名
）

▽
料
　
金
　
千
円

∇
持
参
晶
　
印
鑑

◎
検
　
診

▽
期
　
日
　
3
月
2
1
日
（
水
）

3
月
2
3
日
（
金
）

3
月
純
白
（
月
）

▽
時
　
間
　
受
付
9
時
0
0
分
～
1
0
時
2
0

分
　
検
査
1
0
時
0
0
分
か
ら

個
人
塾
の
あ
る
老
化
現
象

団
体
に
屈
し
た
り
、
同
好
会
に
入
っ
た

り
、
ま
た
、
家
庭
内
で
は
家
蔀
を
分
担

す
る
な
ど
、
自
分
自
身
が
必
要
と
さ
れ

る
役
割
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

中
央
公
民
館

中
央
公
民
館

老
化
現
象
と
い
う
の
は
急
に
起
こ
っ

て
く
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
三
十

代
に
な
れ
ば
徹
夜
が
で
き
な
く
な
る
、

四
十
代
に
な
れ
ば
目
が
し
ょ
ぼ
し
ょ
ぼ

す
る
な
ど
、
少
し
ず
つ
い
ろ
い
ろ
の
機

能
が
衰
え
て
い
っ
て
、
気
が
つ
い
て
み

る
と
，
老
人
－
に
な
っ
て
い
た
と
い
う

の
が
普
通
で
す
。

そ
の
衰
え
方
は
、
個
人
差
が
ひ
じ
ょ

う
に
大
き
く
、
同
じ
年
齢
で
も
若
々
し

い
人
と
ふ
け
込
ん
で
い
ろ
人
が
い
る
の

は
、
わ
た
し
た
ち
が
日
常
感
じ
て
い
ろ

こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
に
個
人
差
が
あ
る
の
は
、

遺
伝
、
環
境
、
体
質
な
ど
に
も
よ
り
ま

す
が
、
そ
の
半
面
、
個
人
の
努
力
で
、

ず
い
ぶ
ん
カ
バ
ー
で
き
る
余
地
も
あ
り

ます。

気
持
ち
の
も
ち
方
も
問
題
で
、
細
か

い
こ
と
に
く
よ
く
よ
と
悩
み
、
気
分
の

切
り
か
え
の
遅
い
人
は
、
ど
う
し
て
も

酒
、
タ
バ
コ
の
度
を
過
ご
し
や
す
く
な

り
、
そ
れ
が
病
気
や
ケ
ガ
に
つ
な
が
っ

た
り
し
ま
す
。
そ
し
て
、
植
神
的
な
イ

ラ
イ
ラ
や
悩
み
は
、
面
接
官
に
刺
激
を

与
え
る
な
ど
、
身
体
の
諸
機
能
に
影
邸

し
ま
す
。
反
対
に
、
気
分
の
切
り
か
え
の
速
い

人
は
、
い
つ
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
ら

れ
る
た
め
、
い
つ
ま
で
も
体
の
若
さ
を

保
つ
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

精
神
機
能
の
老
化
防
止
を

鶏
袖
機
能
の
老
化
予
防
に
は
運
動
も

必
要
で
す
。
脳
は
働
く
と
き
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
使
い
ま
す
が
、
そ
の
と
き
、
大
量

の
酸
素
を
必
要
と
し
ま
す
。
そ
の
酸
素

を
脳
ま
で
逝
ぶ
の
か
血
液
で
す
。

運
動
を
す
る
と
、
呼
吸
活
動
が
活
発

に
な
り
、
酸
系
が
血
液
中
に
ど
ん
ど
ん

と
り
こ
ま
れ
ま
す
。
定
期
的
に
適
度
な

運
動
を
し
て
い
る
と
、
脳
に
行
く
酸
素

の
斑
も
多
く
な
り
、
脳
の
働
き
の
活
発

老
化
は
徐
々
に
進
行
す
る

精
神
機
能
－
好
奇
心
、
知
照

欲
を
も
と
う

震
－
若
々
し
い
肉
体
は

規
則
正
し
い
生
活
と
運
動
か
ら

若
い
こ
ろ
か
ら
不
摂
生
を
続
け
、
ろ

く
に
通
勤
も
し
な
い
で
い
る
と
、
身
体

機
能
の
低
下
は
、
そ
れ
だ
け
速
く
な
り

ま
す
。
規
則
正
し
い
生
活
時
間
で
摂
生

し
、
体
に
合
っ
た
連
動
を
続
け
て
い
る

人
は
、
や
は
り
若
々
し
い
肉
体
を
保
つ

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

若
い
こ
ろ
か
ら
頭
を
使
う
訓
練
を
続

け
、
新
し
い
こ
と
に
対
す
る
好
奇
心
、

ど
ん
欲
な
知
強
欲
を
も
ち
続
け
て
き
た

人
の
蔚
神
機
能
は
、
ど
ん
ど
ん
伸
び
ま

す。
し
か
し
、
自
分
の
頭
で
考
え
ず
、
本

を
読
ま
ず
、
旅
行
も
し
な
い
…
…
と
い

っ
た
生
活
を
続
け
て
き
た
人
の
鵜
神
機

能
は
衰
え
ろ
ば
か
り
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
頭
を
使
う
に
は
、
頭
を

使
わ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
自
分
を
追

い
込
む
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
何
か
の

さ
が
保
た
れ
る
の
で
す
。

万
人
に
簡
単
に
で
き
る
連
動
は
歩
く

こ
と
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
も
、

ブ
ラ
ブ
ラ
歩
く
の
で
は
な
く
、
前
を
歩

い
て
い
る
人
を
追
い
越
す
よ
う
な
ス
タ

ス
タ
歩
き
を
午
前
と
午
後
そ
れ
ぞ
れ
三

十
分
ず
つ
は
さ
る
こ
と
を
お
す
ず
め
し

ま
す
。
一
日
三
～
四
キ
ロ
歩
く
こ
と
を

毎
日
続
け
る
、
こ
れ
が
適
切
な
運
動
で

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
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町 �も �鹿 児 島 �塵 児 �大 型 

内 �え な ��き 本 線 か �本 線 を �家 

全 域 �い ゴi ヽ �e 南 側 地 区 �e 北 使i 地 区 �庭 つ く 

プ空 � � �ベ　ラ 
3 月 14 �ラカ スン チ、 ツ空 �3 月 �3 月 �ツレ トビ 机冷 

日 及 �クビ 製ン 聖和 �28 日 �14 日 �、蔵 い屈 す“ “家 

ぴ 3 月 �ゴラ ムス 等窄 陶 器 �水 �水 �白兵 振、 

再建 等具 

28 日 ����ふ 

類 ���と ん 

3月のし尿くみ取り予定表
くみ 取り口 �大型車くみ取り地区　！　中軸くみ取。地区 

1（木） �西町、浅木の一郭∴∴∴日誌寧避鵬（花園）、 

2（金） �東町 �広渡 

3〔土） �虫生津（新屋敷を含む）東町 の一部 � 

丁て元丁 �月2回くみ取り家庭 �月2回くみ取り家庭 

6（火） �虫生津、木守 � 

T諒テ‾ 13（火） � �別府、木守、老良 

14（水） � � 

15（木） �遠賀Iii � 

16（金） �遠賀Iii �鬼津 

17（土） �遠賀川、新町 �別府、千代丸、鬼津（小鳥掛） 

19（月） �月2回くみ取り家庭 �月2回くみ取り家庭 

l（水） �新町 � 

2（木） �新町 � 

3（金） �新町 � 

4（土） � �i 

6（月） �「薪面てこ二二下前通す二面テ‾ � 

7（火） � � 

8（水） � � 

（木） �尼崎、別府 �老良 

0（金） �浅木 �（蟹喰） 

1（土⊃ �「諒こ‾‾薯薬否丁重醇尋二王痢南 � 

飼
い
犬
取
締
り

野
犬
捕
獲
集
中
期
間

3
月
1
日
～
3
月
1
5
日

最
近
、
遠
賀
町
で
も
小
学
生
が
下
校

中
飼
い
犬
に
か
ま
れ
た
と
か
、
散
歩
さ

せ
て
い
た
ら
、
野
犬
が
か
み
つ
い
て
き

た
等
の
謡
故
が
、
ひ
ん
は
ん
に
起
こ
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
三
月
一
日
か
ら
十
五
日

ま
で
集
中
的
に
野
犬
の
捕
獲
、
飼
い
犬

の
取
締
り
を
行
い
ま
す
。
飼
い
主
は
、

か
な
ら
ず
犬
を
鎖
に
つ
な
い
た
り
、
お

り
に
入
れ
た
り
し
て
、
郵
故
防
止
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
野
犬
や
、
け
い
留
し
て
い
な

い
飼
い
犬
を
見
た
ら
、
役
場
保
健
衛
生

係
に
こ
連
絡
く
だ
さ
い
。
一
匹
づ
つ
シ

ラ
ミ
つ
ぶ
し
に
措
置
し
て
い
き
ま
す
の

で
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

飼
い
犬
取
締
り
及
び

野
犬
捕
獲
条
例
　
（
抜
粋
）

飼
主
は
だ
れ
だ
9

「
放
し
飼
い
は
絶
対
に
や
め
よ
う
」

●

無
給
墳
墓
の
改
葬

◎
所
在
地
　
佐
賀
市
遠
瀬
町
大
字
中
原

1
6
2
1
番
地
　
東
光
寺
基
地

▽
届
出
先
　
東
光
寺
　
㊨
0
9
5
2
（

2

4

）

5

4

0

9

▽
届
出
期
限
　
昭
和
軌
年
2
月
2
8
日

◎
所
在
地
　
宿
毛
市
坪
田
町
戸
内
6
3

7
7
番
地

▽
届
出
先
　
績
毛
布
土
地
開
発
公
社

㊨

0

8

8

0

6

（

6

）

1

3

9

0

▽
届
出
期
限
　
耽
和
的
年
3
月
1
0
日

3
月
の
ゴ
ミ
収
集
予
定
表

飼
い
主
は
、
飼

い
犬
を
け
い
留
し

て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

か
む
お
そ
れ
の

璃ある
飼い犬
を連

れ
出
す
と
き
は
、
口
絵
を
か
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

●

何
人
も
犬
を
捨
て
て
は
な
ら
な
い
。

飼
い
犬
が
人
を
か
ん
だ
時
は
、
飼
い

主
は
速
や
か
に
町
長
に
届
け
出
て
、
そ

の
指
示
を
受
け
る
と
と
も
に
、
そ
の
飼

い
犬
を
猷
匪
師
に
検
診
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

飼
い
犬
を
け
い
脅
し
な
か
っ
た
者
、

飼
い
犬
を
捨
て
た
者
、
咽
傷
届
を
怠
っ

た
者
は
三
万
円
以
下
の
罰
金
又
は
科
料

に
処
す
る
。
措
置
命
令
に
従
わ
な
か
っ

た
者
は
五
万
円
以
下
の
罰
金
又
は
科
料

に
処
す
る
。
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㊨塾頭慶喜∋

血液の循環をよくする

ビタミン各の働き

ビタミンEは“さび止めのビタミン〝　とも呼

ばれています。これは、ビタミンEが末梢血管

を拡張し、血液の循環をよくする働きがあるか

らです。このため、ビタミンEが不足すると、

寒いときには皮膚の抵抗力が落ちて、しもやけ

になったり、手足の指かしびれたりすることが

あります。

また、ビタミンEは細胞の老化防止の効果が

あるといわれています。
一方、ビタミンの中でも特に妊娠や出産と密

接な関係にあるのか「E」で、生殖機能を正常に

保ち、出産能力を向上させる働きがあります。

とりわけ妊娠中はビタミンEの摂取が必要です。

不足するととうなるか

ビタミンEの所要量は、日本ではまだ決めら

れていませんが、参考までに、アメリカの例を

挙げると、1日当たり乳児5IU、成人12IUとさ

れています（1IUは約0．67唯に相当）。

日本では、これまでビタミンE欠乏症はほと

んど見られません。しかし、外国では、乳児に一

部、欠乏症の報告がなされています。ビタミン

Eが欠乏すると、しみや顔面黒皮症の原因とも

いわれる過酸化物質ができやすくなります。

どんな食品に含まれるか

ビタミンEは、主に植物に含まれています。

そのはか「E」を特に多く含む食品は次のとおり

です（数字は100グラム当たりのE含有量）。穀

類では玄米1．3唯、はい芽米07mg、食用油ではゴ

マ油21．4mg、コーン油12．5唯、その他ウナギ8．2

唯など。

圧
レ
ゆ
う
・
も
ふ
ノ

絨
毛
ガ
ン
の
お
話
の

折
尾
田
中
瞳
婦
人
淘
　
田
　
中
　
壮
　
介

胞
状
杏
謄
（
高
輪
）
と
破
雄
性
地
織

萄
鯖
（
破
寄
）
と
は
、
ど
ん
な
通
い
が

め
り
ま
す
か
。

だ
ん
だ
ん
専
門
用
語
が
多
く
な
っ
て

わ
か
り
に
く
い
で
し
ょ
う
が
、
奇
勝
は

繊
毛
細
胞
が
ブ
ド
ウ
の
房
状
に
変
化
し

た
状
態
で
、
破
奇
で
は
ブ
ド
ウ
の
房
状

の
細
胞
が
子
宮
筋
屈
に
侵
入
し
た
病
変

です。破
奇
と
、
繊
毛
ガ
ン
と
の
遣
い
は
ど

こ
に
あ
る
の
で
す
ね
。

ど
ち
ら
も
細
胞
が
子
宮
筋
屈
に
侵
入

し
て
、
胎
盤
憧
牲
厳
刑
戟
ホ
ル
モ
ン
　
（

H
C
G
）
が
高
く
、
子
宮
出
血
の
止
ま

ら
な
い
の
は
同
じ
で
す
。

破
奇
で
は
ブ
ド
ウ
の
房
状
の
細
胞
の

ほ
か
に
、
ま
だ
正
常
の
絨
毛
細
胞
が
共

存
し
て
い
ま
す
が
、
繊
毛
ガ
ン
で
は
ガ

ン
細
胞
ば
か
り
で
正
常
の
組
織
は
あ
り

ま
せ
ん
。

繊
毛
ガ
ン
は
多
い
病
徴
で
す
あ
。

一
万
人
妊
娠
す
る
と
千
人
が
流
産

し
、
五
十
人
が
奇
胎
に
な
り
、
そ
の
五

十
人
の
な
か
か
ら
一
人
か
ら
三
人
が
絨

毛
ガ
ン
に
な
り
ま
す
。

逆
に
絨
毛
ガ
ン
に
な
っ
た
十
人
の
う

ち
、
奇
勝
の
あ
と
が
六
人
、
流
産
の
あ

と
が
三
人
、
正
常
分
娩
の
あ
と
が
一
人

の
割
合
で
す
。

高
輪
で
は
、
あ
る
程
韓
日
床
虚
状
で

察
知
で
き
る
よ
う
で
す
が
、
破
喬
と
繊

毛
ガ
ン
は
自
分
で
わ
か
ら
ぬ
も
の
で
し

ょ
う
か
。

ど
ち
ら
も
子
宮
組
織
を
切
り
取
っ

て
、
組
織
検
査
に
よ
っ
て
の
み
わ
か
る

の
で
す
。
子
宮
を
摘
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
検
査
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
赤
ち

ゃ
ん
を
産
む
婦
人
に
は
、
で
き
な
い
相

談
で
す
ね
。

組
織
検
査
に
よ
ら
な
い
で
、
破
奇
と

繊
毛
ガ
ン
の
発
見
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん

か。
㈲
骨
盤
動
脈
撮
影
と
い
っ
て
子
宮
動

脈
に
造
影
剤
を
入
れ
て
、
こ
れ
ら
の
Ⅹ

線
写
真
を
織
る
と
、
子
宮
の
ど
の
部
分

に
病
巣
が
あ
る
か
は
わ
か
り
ま
す
が
、

両
者
の
区
別
は
簡
単
で
あ
り
ま
せ
ん
。

㈲
胸
部
Ⅹ
線
写
真
で
は
肺
へ
の
転
移

は
わ
か
り
ま
す
が
、
Ⅹ
線
の
陰
影
か
ら

区
別
の
決
め
手
に
な
り
ま
せ
ん
。

㈲
も
っ
と
簡
単
で
有
効
な
方
法
が
あ

り
ま
す
。
寄
胎
の
ツ
ー
ハ
術
後
、
八
週
間
か
ら

尿
中
の
H
C
G
（
性
腺
刺
戦
ホ
ル
モ
ン
）

の
値
を
ず
っ
と
は
か
り
ま
す
。
H
C
G

が
日
を
追
っ
て
ど
ん
ど
ん
下
が
る
の
か

奇
胎
で
、
下
が
り
は
避
い
が
上
る
こ
と

の
な
い
の
が
破
奇
、
途
中
か
ら
逆
に
上

り
は
じ
め
る
の
か
絨
毛
ガ
ン
で
す
。

A
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河
中
端
望
遠

日
照
雨
過
ぎ
ゆ
き
松
の
色
冴
え
て
薬
先

の
鍼
は
低
さ
止
ま
ず

木
原
い
の
え

海
鳴
り
の
避
く
聞
こ
ゆ
る
松
原
を
行
け

ど
も
果
て
ぬ
遠
は
寂
し
も白
石
　
敏
子

片
肘
を
つ
き
て
擾
そ
べ
ろ
姿
な
す
松
が

目
を
ひ
く
林
を
ぬ
け
り
高
崎
－
種
子

労
り
終
え
し
松
の
枝
振
り
眺
め
つ
つ
い

ま
更
夫
の
腕
前
を
知
る
大
場
と
し
み

町
な
か
の
ゆ
と
り
少
な
き
庭
な
れ
ば
松

一
本
も
雄
大
に
見
ゆ

井
口
　
政
子
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3月上期の遠賀町主要行事

日 �聴 �行　事∴i内∴∴容 �時　　間 �実施会場 �担当課名 �目的及び主な対象等 �詳　細 

i 8 �i I 木 �座業委員会選挙人名簿 縦　　　　斑 � �役　場 庶務課窓口 �庶　務∴課 � �2ページ 

1 （ 15 �木 ！ 木 �飼い大坂締り野犬捕獲集中期間 ��町内全域 �住　民　課 �ましょう �10ページ 

1 �木 �ボランティア・スクール⑫ � �中央公民館 �社会教育課 � � 

2 �金 �公民館地区懇談会中一 ��旧停公民館 �社会教育課 �ご出席ください � 

4 �日 �観と子の映画鑑賞会 � �中央公民館 �社会教育課 � �3ページ 

5 �月 �定　例　区　長　会 �13：00・－ �役　場 第2会議室 �庶　務　課 �各区長 � 

6 �火 �妊　　婦　　椙　　駁 �9：30 �役楊保健室 �住　民　課 �母子手帳交付 妊産婦 �8ページ 
公民館利用関係団体 代表　者　会　議 �19：00・－ �中央公民館 �年会弼 �定期的に利用する団体は 必ず出席のこと。 � 

7 �水 �料理栄糞教室⑪ � �中央公民館 �社会教育課 �料理栄養教室生 � 

7 I 13 �水 （ 火 �義挙全日火災予肪週間 サイレン吹鳴 � �町内一円 �庶∴務∴練 �しめくくり �4ページ 

8 �木 � � �中央公民館 �社会教育課 � � 

9 �金 �公民館地区懇談会 �19：30－－ �広渡公民館 �社会教育課 �ご出席ください。 � 

10 �土 �老人クラブ会長会 �10：00・－ �老人憩の家 �福　祉　課 � � 

10 11 �土 日 �16露映写機縁作技術譜習会 � �芦屋町文化 福祉センター �社会教育課 �申込者のみ �4ページ 

11 �日 � �9：00・－ �島田小一 鬼淳一尾崎 �社会教育課 �申込者のみ � 

12 �月 �心　配　ご　と　相　談 � �公民館別館 �福　祉　課 �相談内容は⑫で料金無料 � 

13 �火 �乳　児　相　中30－10：50 ��役場保健室 �住　民　課 � �8ページ 

14 �水 �定例民生委貝会 �9：30－－ �中央公民館 �福　祉　課 �各民生費負 � 

料理栄畿∴数∵窒⑫巨00一21：00 ��中央公民館 �社会教育課 �：＝・‥・∴ i �I i 

15 � �遠賀畔枚卒業式中00－ ��遠賀中学校 体育館 �学∴務　課 �i卒業予定老躯7名 � 
若　大　学巨00ー15：00 ��中央公民館 �社会教育課 � � 

愛　　の　　献　．血 � �公民館別館前 �福　祉　標 � �8ページ 

ボランティア・スクール⑲巨00～21：00 ��i∴∴「∴ �社会教育課 i � � 


